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「都市 を代表 させ るまつ り」 についての一考察

福 島県 「郡 山うねめまつ り」 を事例 として一

橋本 法子 ・森 幸雄

Thefestivalforsymbolizingacity:

inthecaseofTHEUMENEMATSURI,Koriyama.

HASHIMOTONoriko・MORIYukio

1は じめ に

都市ではさまざまな祭 りやイベ ン トがおこなわれている。ひとつの都市 に

い くつ もの祭 りやイベ ントがあ り,そ れぞれで参加者の範囲や人々の認知度

も異な り,な かには地域住民です ら知 らない もの も少な くない。 また,村 落

の祭礼 と同様に相対的に閉じられたコミュニティの集合表象 としての祭礼で

あった り,逆 にひ じょうな広範囲から多 くの人々を集める観光的なイベ ント

であった りもす る。

そうしたなかで,本 稿で とりあげるのは,他 に適当なものがないため 「都

市を代表 させ るまつ り」 という用語で しめすまつ りである。それは,対 外的

に自らの都市のイメージを表明しようとするとともに,市 民 に対 しては都市

イメージを共有 させ,市 民の一体感 を持たせるようなものである。そこでは,

市民や地縁的な団体 の参加が求め られる。そ うしたまつ りは,宗 教行事や伝

統行事,歴 史などを重要なモチーフにするが,む しろまつ りが行 われること

で,新 たな伝統が生 まれ,歴 史が再認識されるようなもの も少 な くない。神

戸の 「神戸 まつ り」や横浜の 「開港記念港 まつ り」,東 京の 「大東京 まつ り」,

金沢の 「百万石 まつ り」,福 岡の 「博多 ドンタク」あるいは徳島の 「阿波踊
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り」や高知の 「よさこい祭 り」など,い くつ もの例 をあげることができる。

これ らの知名度の高いまつ り以外にもこうしたまつ りは多 く行われてお り,

ある程度の規模以上の 「まち」であれば,そ うしたまつ りを行っていないほ

うが珍 しいであろう。

本稿はそ うした 「都市 を代表 させ るまつ り(イ ベ ン ト)」を,福 島県郡山

市 を事例 として取 り上げ,考 察 しようとするものである。

郡山市は,県 庁所在地である福島市 より人口が多 く,東 北第3位 の人口規

模であ り,福 島県中通地方の中心都市であるとともに,東 北有数の産業都市

である。1964(昭 和39)年 の新産業都市指定 を契機iに,周 辺町村 の合併が

急速に進み,1965(昭 和40)年5月1日,安 積郡内の全 町村 お よび田村 町

の5町5村 を合併 し,人 口21万 人余の新 ・郡 山市が生 まれた。 さらに,8

月 には田村郡内の中田村 ・西田村 を合併 している。

この合併 を契機 として,第1回 の 「郡 山うねめ まつ り」(以 下 「うねめま

つ り」 と略記)が 開催 された。市内にあった采女伝説(1)に 因み名付 けられ,

「市民が一体 となれるまつ りを起 こしたい」 とい う意図か ら始め られたまつ

りである。現在,「 うねめまつ り」 は郡山の都市 を代表 させるまつ りとなっ

ている。

本稿 のうち,「 うねめまつ り」の実地調査や文献調査 は橋本が行い,分 析

と考察 は橋本 と森 とで行 った。また,「 うねめまつ り」の歴史的な事実は,

主として 『福 島民報』のバ ックナ ンバーの調査による。

2う ね め まつ り

本 章 で は1999(平 成11)年 の 第35回 「うね め まつ り」 の実 地調 査 を もと

に 「うねめ まつ り」 の基本 的な構成 を把握 した い。

表1は 第35回 「うね め まつ り」 の 主 要 な イベ ン トを示 した もの であ る。

他 の まつ りと同様 に,「 うね め まつ り」 で も さ ま ざ ま な行事 や イベ ン トが並

行 して行 われ てい る。そ う したイベ ン トの うち,「 うね め 供 養 祭 」,「 ミス 采

女 コ ンテ ス ト」,「 うね め 踊 り流 し」,「ち び っ こ うね め まつ り」 の4つ が,ま

つ りの 中心 的 な イベ ン トで あ り,こ れ に付 随 して さ ま ざ ま な イベ ン トが加 わ
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表1郡 山 うね めまつ りの主要 イベ ン ト(1999年 ・第35回)

初 日8月2日

ミス うねめパ レー ド(中 央通 り～駅前通 り～郡 山駅

北 町角交差点 ～ちび っこうねめ まつ り会場)

奈良親善使節 団歓迎 セ ーレモニー(郡 山駅前)

うねめ供養祭(う ねめ神社)

ご神火 リレー(う ねめ神 社～ ちびっこ うねめ会場)

ちびっこ うねめ まつ り(西 部 自動車学校)

2日 目8月3日

福祉バ ザール(中 央商店街)
'99う ねめでSHOW(大 町商店街)

うねめナ イ トバザー ル(大 町商店街)

ミス うねめパ レー ド(さ くら通 り～駅 前大通 り)

新 旧 ミス うねめ交代式(駅 前大通 り)

うねめ踊 り流 し ・ひ ょっ とこ踊 り(さ くら通 り～駅前大通 り)

3日 目8月4日

福祉 バザ ール,チ ャリテ ィ ・オーク シ ョン(中 央商 店街)

氷の彫刻 の実演 と展 示(ホ テルプ リシ0ド 郡山前)

ビアガーデ ン(中 央商店街)

商工会議所 青年部物 産農(中 央商店街)

マーチ ングバ ン ドinう ねめ(さ くら通 り～駅前大通 り)
'99う ね めでSHOW(大 町商店街)

うねめナ イ トバザー ル

陣屋酔 い まつ り(す ず い駐車場)

バルー ン&カ ラオケパ フ ォーマ ンス大 賞(郡 山駅前大通 り商店街)

うねめ踊 り流 し ・ひ ょっ とこ踊 り

り,全 体 と して の 「うね め まつ り」 を構 成 してい る。本章 で は,主 要 な4つ

の イ ベ ン トとそ れ に付 随 す る イベ ン トのい くつ か をやや詳細 にみ てい きたい。

(1)う ねめ供養祭

「うねめ まつ り」は采女伝説 に因むまつ りであ り,ま つ りの初 日に采女に

因む行事が行われ,う ねめ供養祭がその中心的なイベ ン トとなる。「うねめ

まつ り」 は,第1回 以来3日 間行 われているが,2日 目 ・3日 目が本来の ま

つ りの 日として意識 されて,初 日は前夜祭 と呼ばれることも多い。

うねめ供養祭の会場 は,郡 山駅か ら約9km離 れた,片 平町にある山ノ井

公園の うねめ神社であ り,采 女伝説の発祥の地 とされるところである。
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うねめ供養祭その ものは祭壇 に点火 し,参 列者が玉 ぐしをあげ,焼 香,献

花するというシンプルなものである。つづいて,市 長,奈 良市親善使節団の

代表,ミ ス采女,ミ ス奈良等が公園内の池に亀 を放す行事が行われる。亀の

甲羅に願い事 を書 いて放す と,願 い事がかなうとされ,1989年(第25回)

か らは じまったものである。うねめ供養祭はこれで終わる。

一行が神社 を離れ池に向か うと
,「 ご神火 リレー」が始 まる。建物の入口

に焚かれていた 「ご神火」 をたいまつに点火 し,郡 山市商店街青年連合会の

3人 の男性が市の中心部 にある 「ちびっこうねめまつ り」の会場 まで持って

い くというものである。 うねめ供養祭 を終えた一行 も 「ちびっこうねめ まつ

り」会場へ と向か う。

初 日の重要 なイベ ン トであるが,う ねめ供養祭の参列者 は市長,市 関係者,

祭 り関係者,ミ ス采女,片 平町関係者な どであ り,郡 山市の一般 市民の姿は

ほとんど見 られない。

うねめ供養祭 に先立ち,打 ち手全員が女性の岩代 国郡山采女太鼓保存会の

太鼓の演奏が行われた。公園の中央奥の演奏ステージの両側にはテン トが設

けられた。一つは休憩所,一 つは食事所であ り,軽 食の調理 ・販売 も行って

いる。太鼓の演奏 を見ている人のほとんどが片平町住民であ り,顔 見知 りの

者同士が飲み物 を分けた り,歓 談 している姿が見 られる。供養祭の最後に,

奈良市i親善使節団,ミ ス奈良,ミ ス采女に花束が贈呈 されたが,プ レゼ ンタ

ーは片平小学校 に通 う女の子3人 である。供養祭に参加 している子 どもは彼

女たちだけである。

うねめ供養祭は神社で行われ,伝 統的な宗教儀式のような印象をあたえる

が,う ねめまつ りの開始に ともない,新 たに始められた ものである。会場 と

して使われる 「うねめの宮」は,1973年(第9回)に,郡 山市 にあった東

北歯科大学の理事長の影山四郎が片平町の采女神社内に寄進 した ものである。

「うねめ まつ り」 という名称のよ りどころとするため行 われ,イ ベ ン トに歴

史性 ・伝統性 を与えるための儀式である。

(2)ミ ス采女

「ミス采女」 はコンテス トで選ばれた6人 の女性である。うねめ祭 り終了
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後 は,「 ミス采女」 は 「ミス郡山」 として他 の地域 の 「ミス」 と同様 の仕事

を行 うが,采 女伝説にもとつ くイベ ントである 「うねめまつ り」では欠かせ

ない ものである。

「うねめ まつ り」は ミス采女の郡 山駅前パ レー ドでス ター トする。2日 目

には,最 大のイベ ン トである 「うねめ踊 り流 し」 に先立って,ミ ス采女パ レ

ー ド
,新 旧 ミス采女交代式がお こなわれ,2日 目 ・3日 目の 「うねめ踊 り流

し」では踊 り流 しの最後で参加 している。

ミス采女の応募資格は郡山市内に在住,ま たは通勤 ・通学 している高校生

を除 く18歳 以上の未婚の女性 となってい る。2000年(第36回)か ら25歳

まで とされていた年齢の上限がなくなった。 このコンテス トは,郡 山うねめ

まつ り実行委員会 と福島民報社が主催 し,郡 山商工会議所 と郡山市観光協会

が共催 している。

さらに,ミ ス采女は姉妹都市である奈良市 との交流においても重要 な役割

をはた している。奈良市でも釆女伝説が残 されてお り,毎 年仲秋の名月の晩

に 「釆女祭」が猿沢の池で行われている。 この采女伝説によるつなが りで郡

山市 と奈良市は1971(昭 和46)年,姉 妹都市 となった。「うねめ まつ り」に

は奈良市か らミス奈良を含む親善使節団が郡山市 を訪れ,「 采女祭」 には郡

山市か らミス采女 を含む親善使節団が奈良市 を訪れ,ミ ス采女 とミス奈良の

相互訪問 という形で両市の交流が見 られている。

(3)う ねめ踊 り流 し

うねめ踊 り流 しは,2日 目と3日 目の両 日にわたるメインイベ ントである。

国道4号 線を車両通行止めに して市内のメインス トリー トであるさくら通 り

か ら駅前大通 りを会場 におこなわれた。

表2は うねめ踊 り流 しの参加団体 を登場順に示 したものである。2日 目は,

うねめ供養祭で点火 されたご神火を先頭に,市 長,商 工会議所会頭 ・副会頭,

奈良代表,奈 良市親善使節団,郡 山市議会議員団などのパ レー ドの後,参 加

団体による踊 り流 しが始 まる。 ミスうねめ,片 平町 とうねめ太鼓で踊 り流 し

は終わ りとなる。3日 目は自衛隊音楽隊を先頭 に,市 長,商 工会議所会頭 ・

副会頭 に続いて,参 加団体による踊 り流 しが始 まり,片 平町 とうねめ太鼓で
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表2う ね め踊 り流 し参加 団体(1999年 ・第36回)

2日 目8月3日

パ トカー(警 察署) ,ご 神火(郡 山市商店街青年連合会)

横 断幕(ボ ー イス カウ ト),市 長,会 頭 ・副会頭,奈 良代 表

横 断幕(ボ ー イス カウ ト),奈 良市親善使節 団,郡 山市議 会議員 団

横 断幕(ボ ー イス カウ ト)

郡 山市職員互助会,(社)郡 山青 年会議所,個 人参加 コーナー,郡

山商工会議所 青年 部,郡 山市 あ さかの学園大学学生会,東 日本旅

客鉄道(株)郡 山駅,立 正佼成 会郡 山教 会,郡 山信用 金庫,自 立

生活セ ンター,オ フィスIL,NTT東 北移動通信網(株)福 島支店,

(株)大 東銀行,装 道 き もの学 院,

マル イチグル ープ,う ねめ太鼓,

東邦銀行,高 柴 ひ ょっとこ連,

うね め太鼓,ベ ル ヴィ郡 山館,

(株)福 島銀行,う ねめ太鼓,(株)

うねめ太鼓,郵 政 こお りや ま,

石 森ひ ょっとこ愛 好会,ミ ス うねめ,片 平 町(う ねめ太鼓)

3日 目8月4日

バ トカ0(警 察署),先 導車,自 衛 隊音 楽隊,

横 断幕(ボ ーイスカ ウ ト),市 長,会 頭 ・副会頭,

横 断幕(ボ ーイスカウ ト)

在 日大韓民国居留民 団福 島県地方本部 ・ア シアナ航空,東 北電力

企業 グルー プ,NTTグ ルー プ,は まつ グル ープ,郡 山市 大町 商

店街振 興組合,個 人参加 コーナー,高 柴ひ ょっ とこ連,ミ スうね

め,日 立 グル ー プ,片 平 町(う ね め 太 鼓)

太字 ・下線付 きは,創 作踊 り,ま たはひょっとこ踊 り

踊 り流 しは終わ りとなる。

表2で 注 目したいのは,太 字で下線が引いてある団体 の踊 りである。多

くの団体が 「うねめ踊 り」の曲にあわせて踊るのに対 して,こ れ らの団体 は,

創作踊 りやひょっとこ踊 りの団体である。いわゆる正調の 「うねめ踊 り」 と

混合 しなが ら,創 作踊 りやひ ょっとこ踊 りが踊 られている。

参加団体の内訳をみると,町 内会 は片平町のみであ り,商 店街 という地縁

的組織 を合わせて も,地 縁 による団体は2つ のみである。参加団体の多 くは

企業や学校 などである。 また,「 連」 とみ られる同好者 による団体 もみ られ

ている。 さらに,両 日とも個人で参加する場が設 けられている。

なお,の ちに創作踊 りの団体が増 えて くると,演 じる日を別にすべ きでは

ないか とい う意見が生まれて くる。
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(4)ち び っこ うね め まつ り

ち び っ こ うね め まつ りは,1986年(第22回)か ら始 め られ た,子 ど も を

対 象 に した イベ ン トで あ る。会 場 は第35回(1999年)に は 自動 車 教 習 所 の

敷 地 で行 わ れ た。 ここにはの ちに,西 部 シ ョッ ピ ングセ ンター が作 られ るが,

同 じ場 所 で続 け られ て い る。

会 場 に は親子 連れが た くさん見 られる。金魚 す くい,く じ屋 な どの遊 戯 店

と,フ ラ ンク フ ル ト,た こ焼 き,焼 きそ ば,串 焼 き,わ た あ め,ク レー プ,

か き氷 な どの飲 食 店 が 出 て い る。飲 み物 を販売 している店舗 にはお茶 や ジュ

ースの他 ,大 人 向 け に ビー ル も売 られ る。 ア トラクシ ョンで は空気 で膨 らま

す ジ ャンボ人形や ジ ャンボ滑 り台が子 どもた ちに人気 で,長 い行 列 が で きる。

そ の他 に竹 馬 コー ナー,ミ ニSL,縄 跳 び,フ リー ス ロー な どに挑 戦 す る コ

ー ナーが設 け られていた。 さ らにハー レー ・ダビッ トソンに乗 っての撮 影会

も行 われた。

駅前 での郡 山 うねめ まつ りに比べ 団体 での参加者 は少 ないが,広 い 会 場 に

多 くの 来場 者 が あ り,活 気 の あ る イベ ン トとな って い る。

(5)さ まざまな行事 とイベン ト

上記の主要な4つ のイベ ン トの他 に,以 下のようなイベ ン トが行われる。

うねめまつ りの一週間前 くらい前か ら,市 内の商店街ではまつ りに向けて

の飾 り付 けが行われる。踊 り流 しのメイン会場 となる駅前大通 りにはち ょう

ちんを飾る看板が立ち並び始めた。

まつ りの期 間には駅前大通 りに直交する中央商店街で福祉バザールが,大

町商店街でナイ トバザールが行われた。2つ の商店街には露店が出てに ぎわ

ってお り,買 い物客には若い世代が多 くやって来ていた。 また大町商店街で

は,'99う ねめでSHOWが 行われている。ライブパフォーマンスや大 ビンゴ

大会,大 型テレビを設置 してのテ レビゲーム,テ レビ番組で行われていたゲ

ームなど,手 作 り感覚の催 しが行われた。

郡山駅前にある郡山最大の飲食店街である陣屋では,陣 屋 まちづ くり協議

会の主催 で,「 陣屋酔いまつ り」が行なわれた。 これは郡山 うねめまつ り実

行委員会が後援 している。駐車場 に特設舞台 とテン トを設置 され,舞 台上で
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は各店がパ フォーマ ンスを見せて楽 しませていた。テン トでは陣屋の飲食店

が出店 し,舞 台の周 りには椅子が置かれてお り,パ フォーマ ンスを見 なが ら

飲み食いで きるようになっている。

第10回(1974年)以 来の氷の彫刻の実演 と展示 も行われている。

うねめ踊 り流 しに先立 って 「マーチ ングバ ン ドinう ねめ」が行われ,郡

山女子大附属高校,郡 山北工業高校の2つ マーチングバ ンド部が参加 し,駅

前大通 りを行進 していった

3郡 山うねめまつりの変遷

「うねめ まつ り」は開始以 来,さ ま ざ まな イ ベ ン トが 試 み られ,取 りや め ら

れ て お り,ま つ りは毎 回変 化 して い る。 このた めまつ りの どの ような性格 に

注 目す るか によ り,変 遷 の と らえ 方 も異 な って くる。本稿 では市民参加 の イ

ベ ン トとい う点 に注 目して,市 民 が一 体 と なれ る イベ ン トで ある 「うねめ踊

り流 し」 の変化 か ら 「うねめ まつ り」 の変遷 を概 観 したい。 うねめ踊 り流 し

は 「うねめ踊 り」 の 曲に合 わせ踊 り歩 くイベ ン トであ る。 うね め踊 り流 しは

第1回 か ら欠 か す こ とな く続 け られ た行事 であ り,「 うね め まつ り」 の 中軸

を担 っ て いる行事 であ る。踊 り流 しは 「うねめ まつ り」の なか で参加者 の も

っ とも多 いイベ ン トであ る。2007年(第41回)で は,65団 体7,000人 が 駅 前

大 通 りと国道4号 を練 り歩 きr見 物 人 は35万 人 とい わ れ る。

まつ りの性 格 が 変 わ ったの は11979年 の 第15回 と1994年 の 第30回 の あ

た りにあ り,大 き く3つ の 時 期 に分 け て み る こ とが で きよ う。 また 「原 ・う

ねめ まつ り」 ともい うべ き性 質 を持つ 「采女 まつ り」 も重 要 とお もわれ るの

で,あ わせ て概 観 した い。

本 章 で は,「 原 ・うね め まつ り」 と して の 「采女 まつ り」,第1回(1965年)

か ら第15回(1979年)ま で を 第1期,第16回(1980年)か ら第30回(1994

年)ま で を第2期,第31回(1995年)年 以 降 を第3期 と して み て い きた い。

(1)原 ・うね め まつ り と して の采 女 まつ り

現在 の形 になる前 に,「 原 ・うね め まつ り」とで も言 うべ き采女伝説 を もと
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にした 「采女まつ り」が行われていた。 この 「原 ・うねめまつ り」も町村合併

への気運が高まるなかでの,新 しい地域のまつ りを意識 した ものであった。

「うねめまつ り」が 「市民が一体 となれるまつ り」を強 く意識 したのは,

1953(昭 和28)年 の町村合併促進法の公布 にあわせて計画 していた周辺町村

の合併計画が失敗 した経験があるか らである。1955(昭 和30)年 までに,富

田村,大 槻町,高 瀬村,中 妻村,岩 江村などの一部町村 を合併す るにとどま

り,片 平町 ・日和 田町 ・喜久田村は,県 の強いすすめがあったが,住 民の反

対 により合併されなか ったのである。

1955(昭 和30)年10月 に郡山市予定地域のイベ ン トとして始まったのが

「采女 まつ り」である。 この 「采女 まつ り」は 「市勢発展 の上か ら 『采女 ま

つ り』を開 くことになった」 と新 聞が伝えてお り,の ちの 「うねめまつ り」

と同様の性格 をもつ 「原 ・うねめまつ り」 というべ きものである。

第1回 「采女 まつ り」の市内中心部 にある荒池で開催された。湖畔の南側

広場に祭壇が設置 され,安 積国造神社の神主が祝詞 をあげる供養祭で幕開け

となった。っついて,片 平町婦人会の約100名 の会員が揃いの浴衣で 「うね

め踊 り」 を披露 した。ス ピ,..._.カーに よる 「うねめ節」や 「郡 山ござん しょ

節」 など身近な唄や うねめの解説が流 され続けていた。

池には うねめ百態が描かれた20艘 の燈籠船を浮かべ られ,船 頭役 として

市役所職員が乗 り込んだ。龍頭 を装飾 した屋形船 には,「 うねめ」や数人の

「官女」「みこ」が乗 り池を一巡する予定だったが,雨 のため中止 となった。

市内の商店協賛による花火が打 ち上 げられ,20数 艘のボー トか ら小 さな

花火 も打ち上げ られた。郡山消防署が協力 した水 中噴水や東北電力の提供 に

よるサーチライ トも照 らされ,午 後8時 過 ぎに仕掛 け花火で終演 した。観衆

は1万2千 人であったという。

この 「采女 まつ り」は1962年(昭 和37年)ま で行われたが,資 金難を理

由に開催が中止 されていたこともある。

(2)第1期 第1回(1965年)～ 第15回(1979年)

1965(昭 和40)年 に 開催 さ れ た 「うね め まつ り」 が,現 在 まで 続 い て い る

もの で あ る。 「うねめ まつ り」 の開催 にあた って,郡 山の 祭 りの うち,「 七 夕
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表3第1回 郡 山 うね めまつ りの行 事(1965年)

初 日8月6日

ミス うねめ宣伝パ レー ド(午 前9時)

うねめ前夜祭

2日 目8月7日

うねめ供養祭

うねめ聖火 リレー

ち ょうちん祭 り

3日 目8月8日

(午後7時,荒 池 畔,灯 ろう流 し ・花火大会,

片平 町 山の井 の清水 付近)

(午後1時,片 平町 山の井 の清水付 近)

(午後4時,片 平葛城神社～郡 山交通公 社前)

(午後8時,商 店街)

市民総踊 りパ レー ド(午 後1時,旧 町村大通 り新 国道 三菱前か ら市街地)

ち ょうちん祭 り(午 後8時,商 店街)

祭 り」「竹供養 まつ り」などは 「うねめまつ り」に包括 されることになった。

もちろん,郡 山のすべてのまつ りが 「うねめ まつ り」に包括 されたわけでは

ない。同時期 にはじまった 「こどもまつ り」 は毎年5月5日 に開催 され,現

在 まで続いている。勇壮な山車が くり出される,安 積 国造神社の秋季例大祭

も続いている。

第1回 「うねめまつ り」の概要 は表3の 通 りである。 まつ りのメインイベ

ン トとなった 「踊 り流 し」 にあたるイベ ントが 「市民総踊 りパ レー ド」 とい

う名称であることは注 目される。市民総踊 りパ レー ドは旧11市 町村 それぞ

れか ら40～50人 の団体が参加 し街頭を練 り歩いたものである。課題踊 りは,

福 島民友社選定の 「新郡山音頭」であった。「うねめ踊 り流 し」は,地 域団

体 ごとの市民参加のイベ ントとして設定 されていたことが うかがえる。

また 「うねめ まつ り」のモチーフとなった采女伝説でつなが りをもつ奈良

市か ら市長,観 光協会長らの親善使節団が訪れ,返 礼 に郡山か らも奈良采女

祭 を訪れて もいる。

新郡 山市誕生 の祝賀行事 は7月 ・8月 の2ヶ 月にわた り,行 事数は43に

も及んだ。第1回 の 「うねめまつ り」 はこうした祝賀行事の一環 とい う色彩

も強い。

以後の 「うねめ踊 り流 し」では,さ まざまな新機 軸が試み られている。

第9回(1973年)に は新 曲 「うねめばや し」が登場 した。新 曲をつ くるに
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あ た っ て歌 詞 が 公 募 され,「 だ れ で も参加 で きる踊 り」 と されたが,「 動 きが

な く」 「渋滞 し」 「ム ー ド盛 り上 げに欠 ける」 な ど不 評で,第12回(1976年)

に は 「う ね め 踊 り」 に一 本 化 さ れ た。第10回(1974年)に は,新 中 川 流 と

い う踊 りの流 派 の2人 が フ ラ ダ ンス ス タイ ル で 「うねめ踊 り」 の音頭 に合 わ

せ て踊 った りもしてい る。 また,う ね め踊 り流 しの コー ス も固 定 せず,第8

回(1972年)で は市 内主 要6会 場 で 行 われ て い た。

ま た,第11回(1975年)に は 「ミス 采 女 」 コ ンテ ス トの 審 査 方 法 が改 め

られてい る。水 着 を含 む公 開審査 が市 内の寄席 で行 われていたが,平 服 のみ

の非 公 開 審査 で 行 わ れ る ようにな った。

第14回(1979年)か らは,昼 間 の行 事 も行 わ れ る よ う に な り,こ ど も向

け に,金 魚 す くい や わ ん ぱ く市,チ ビ ッ子 ピ ンク レデ ィー 大 会 や チ ビッ子 ス

ター もの まね大会 な ど も行 われた。

(3)第2期 第16回(1980年)～ 第30回(1994年)

夏 のまつ りとしてある程度定着 した 「うねめまつ り」の さまざまな要素が

変化 してい く時期である。特 に注 目されるのが,う ねめ踊 り流 しについての

問題提起 の中で,「 うねめまつ り」の性格が議論 されていったことである。

性格が次第に明確 になり,見 せる要素 を重視するようになっている。

きっかけとなったのは,第16回(1980年)に2日 目に行われていた開成

山公園での踊 り流 しを中止 し,市 民盆踊 り大会 に切 り替えるという案が提案

されたことであった。(2)うねめ踊 り流 しに毎年三千人の会員を動員 してきた,

郡山スポーツ民踊協会か ら提案があったものである。

うねめ踊 り流 しは駅前 一大町一中町の商店街で実施されてきた。 しか し,

参加す る踊 り手は各商店や企業の従業員団体 ばか りで,企 業のPRの 場 とな

ってしまい,0般 市民や観光客が気軽 に踊 りの輪 にとけ込むことができない

との批判があった。市民参加がで きる踊 り流 しは開成山で行われているもの

のみであった。 このため,郡 山スポーツ民踊協会内部か ら 「まつ りに参加 し

て も,楽 しいアイデアもなく面白 くない。駅前 一さくら通 りにコースを変 え

るなど,新 趣向を盛 り込むなどする気はないか」の声が高ま り,一 時は踊 り

流 しのボイコッ トまで検討された という。
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この ままでは 「うねめ まつ り」 その ものが 開催で きな くなる とい う危機 感

のなかで,郡 山市 と郡 山商 工 会 議 所,郡 山 ス ポー ッ民踊 協 会 の三 者 が 協議 し

た。 その結果,開 成 山公 園 で の踊 り流 しを盆 踊 りに切 り替 える,商 店 街 で の

踊 り流 しに は仮 装 団体 も参加 させ るな どで合意 した。 開成 山公 園での踊 り流

しは,「 うね め 踊 り」1曲 だ け で な く,だ れ で も簡 単 に踊 れ る民 踊 な どを織 り

交ぜ,盆 踊 りの 要 素 も交 え た もの に な った。 しか しなが ら,第19回(1983

年)で は 開 成 山 公 園 の 踊 り流 しは取 りやめ とな り,「 踊 り流 し」 は 商 店 街 を

流 す コー スのみ とな った。 開成 山公園で は代 わ りにちび っこまつ り広場 を開

催 した。

うねめ踊 り流 しの コースは,こ の 時期 しば しば変 更 され て い る。 大 きな変

化 は,第19回 は駅 前 大 通 りまで で あ っ た が,第20回(1984年)に は郡 山 駅

前 の広 場 まで延 長 され,郡 山駅 か ら国道4号 線 ま での 駅 前 大 通 りを交 通 止 め

に した ことであ る。 さらに第26回(1990年)に は コ......スが 変 更 され,踊 り流

しの コー ス は650mか ら2.7kmと 大 幅 に延 長 され た 。 さ らに第27回(1991

年)に 前 年,参 加 者 が あ ふ れ た こ と を受 け,ス ター ト地 点 が 変 更 され た。

第15回(1979年)か らは,う ね め 踊 り に参 加 す る個 人 を対 象 に,自 由 な

服 装 を認 め た仮 装 コ ンクー ルが始 め られた。 ま とい プラカー ドコンクールが

団体 を対象 に行 われてお り,個 人 と団体 を対 象 に した コ ンク ールが 「まとい

プ ラカー ド ・仮装 コ ンクー ル」 と して行 われ るよ うになった。 うねめ踊 り参

加 の 団体 ・個 人対象 で装飾 自動車,仮 装,踊 り団 体 の 先 頭 に特 色 を出 した振

り付 けを審査す る装 飾 コ ンクール も行 われてい る。

この時期 の 「うねめ踊 り流 し」 で注 目され る企 画 はサ ンバや ひ ょっ とこ踊

り導入 の試み であ る。第23回(1987年)か らサ ンバ が登 場 した 。 郡 山JCの

メ ンバ ーが 「うね め 踊 り」 の 音 頭 か ら歌詞 だけ を とってサ ンバ用 に作 曲 し,

若 い 人 も気 軽 に リズ ム に乗 っ て参加 で きるよ うに と企 画 した ものであ る。 第

24回(1988年)に は ブ ラ ジ ル か ら来 た10人 の サ ンバ チ ー ム が 「うね め サ ン

バ 」 に特 別 参加 した。第27回(1991年)に サ ンバ を含rん だ 「うね め カー ニ

バ ル」 が 行 な われ たが,第28回(1992年)に サ ンバ は と りや め と な っ た。

第28回 で は うね め サ ンバ の代 わ りに ひ ょっ とこ踊 りが 行 われ,以 後,現 在

まで,団 体 ・個 人 参 加 を含 め継 続 して踊 られてい る。
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さらにこの時期 にはうねめまつ りを観光資源 としようとする動 きが強 くな

った。第26回(1990年)に は,実 行委員会がJR東 日本の各駅や観光協会,

県内各商議所,市 内の官公庁や商工会などにPR用 の大型ポスターを配付 し

ている。 また,第27回(1991年)に は東北三大祭 りに対抗できるようにと,

メインのうねめ踊 り流 しの開始時間を1時 間繰 り上げた りしている。サンバ

やひ ょっ とこ踊 りの導入 も観光資源 としての魅力づ くりという要素があった

ことは否めないであろう。

(4)第3期 第31回(1995年)年 以降

第3期 には,ま つ りとして定着 した 「うねめ まつ り」 をより広 げるための

努力が行われる。観光資源としての魅力づ くりという側面 とともに,市 民参

加 をいかに具体化 させ るか とい う側面でも行われた。

うねめ踊 り流 しは第30回 から,2日 目 ・3日 目の両 日開催 となった。 さら

に第31回(1995年)か らは踊 り流 しの会場 の充実がな された。「うねめ踊

り流 し」の開催 される両 日とも,国 道4号 に交通規制がされ車両が全面通行

止めになった。踊 り流 しは}そ れ までもさくら通 りと駅前大通 りを使 って行

われていたが,こ れまでは国道4号 の横断時には,踊 りを中断 して駆 け足で

渡 り終え,再 び踊 り始めるとい うや り方であった。「あさか野バ イパス」の

整備により,国 道4号 の交通量が減少 したため,可 能 となったが,う ねめ踊

り流 しが国道を止めたということで関心 を集めた。

新たな踊 りである 「ひ ょっ とこ踊 り」が踊 り流 しに登場 し,定 着 した。

「ひょっとこ踊 り」が登場するきっかけは,1991年 に行われた講習会であっ

た。郷土芸能を地域おこしとムラづ くりに役立て ようと開催 された 「ひょっ

とこ踊 り」の講習会 は,「 うねめ まつ り」の踊 り流 しに大挙 して参加するた

めに特訓 も兼ねていた。「ひょっとこ踊 り」 は江戸時代か ら郡山市西田町高

柴に伝わる 「高柴七福神踊 り」の1つ で,小 正月に,五 穀豊穣 を願い,顔 の

上半分の面 をかぶ り町内の各軒 を踊 り回るものである。郡山市指定重要無形

民俗文化財 となっている。 この踊 りは決まった形にこだわらず,即 興でそれ

ぞれのひょっとこを体全体で表現 し,周 囲を誘い込んで楽 しませ,め でたい

気持ちにさせればよいというものであった。市民が参加 しやすい踊 りとして
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注 目された理 由 はここになる。

第36回(1998年)か ら実 施 さ れ た 「Ma・Zasse(ま ざ っせ)踊 り」 は企 業

や 団体 参 加 が 中心 で あ った まつ りに,市 民 を参 加 させ るた め の新 企 画 として,

郡 山商 工 会 議 所 青 年 部 が提 案 した もの であ る。 「Ma・Zasse(ま ざ っせ)踊 り」

は各 地 で 実 施 され て い る よ さこい踊 り風 の踊 りであ る。第36回(1998年)

の 初 日 に行 わ れ た 「Ma・Zasse(ま ざ っせ)踊 り」 に は26団 体 が 参 加 し た。

い ず れ も企 業 団体 で はな く市民 団体 であ り,参 加 者 は幼 児 か ら60代 ぐらい

ま で と幅 広 か っ た 。 「Ma・Zasse(ま ざ っ せ)」 と い うの は 郡 山 地 方 の 方 言 で

「ま ざ りな さい」 とい った意味 で,市 民 へ の 呼 び か け を含 ん で い る。

た だ し,各 地 の よ さこ い踊 りグル ー プの場 合 と同様 に,い くつ か の踊 りの

グル ー プ は事 前 に十分 な練習 をお こない,見 物 者 にみ せ る こ とを意 識 した も

の とな り,市 民 参加 を どの よ うに考 え るの かが問 われ ている。

市民 が参加 しやすい イベ ン トとして第38回(2002年)か ら始 ま っ た の が

「ゆか たDEう ね め」 で あ る。 まつ りに参 加 した市民 の浴 衣姿 の コ ンテス ト

で,夏 祭 りら しい 企 画 と して 関心 を持 たれてい る。

4ま とめ

(1)参 加団体の変化

「うねめまつ り」は合併によ り拡大 した郡山市の一体感づ くりを目的で始

められたため,当 初,ま つ りへの参加は町内会 などの地縁的集団が基本 とな

っていた。

1965年 の第1回 「うねめ まつ り」では,市 民総踊 りパ レー ドと称 して行

われた踊 り流 しは,新 しく郡山市の仲間入 りを した11地 域が参加 している。

以後,第8回(1972年)ま では20団 体 以上の町内会や青年団な どの地縁 的

団体が参加 している。第9回,第10回 は町内会の参加が10団 体未満 と少な

くなるが,第11回(1975年)に は町内会の参加数が21団 体に回復 している。

第12回(1976年)か ら第21回(1986年)ま では町内会の10団 体程度の参加

していたが,第22回(1987年)か ら急激に減少 し,2～4地 域の町内会が参

加するだけにな り,現 在 までその傾向は続いている。
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町内会の参加が減少 しても,全 体 としての参加団体 は減少 していない。地

域 団体 に代わって企業団体の参加が増加 したか らである。企業団体はそろい

の法被や浴衣をまとった多数の従業員が参加 し,踊 り流 しの華やかさを増す

ようになった。企業団体 に比べて,町 内会などの地縁団体での参加は,費 用

の負担 と参加人数の確保 とい う点か らより困難 となっていった。

そこで,地 縁的団体である商店街が,地 縁集団のなかでの重みを増 してい

った。「うねめ まつ り」ではまつ りの会場 となる駅前周辺の商店街 だけでは

なく,ま つ りの会場ではない地域の商店街 も参加 している。商店街が経済的

利益のためだけにまつ りに参加 しているのではな く,地 域の0員 として地域

のまつ りである 「うねめまつ り」に参加 していることをしめしている。

同様に,銀 行や信用金庫 などの地元金融機関 も,地 域の代表機関という性

格 を強 く持つ ようになったことも注 目される。「うねめまつ り」 に参加 して

いる銀行員は 「地域サービスの一環 として参加 している」 と答 えてお り,地

縁的なつなが りのなかで積極的な参加 をしていることがわかる。松平誠が調

査 した高円寺の阿波踊 り(3)では金融機関の連 は,地 元サービス とPRが 目的

の 「サービスの連」 と記 されているが,「 うねめまつ り」 において も,他 の

業種 とは違 う特徴 を持つ と思 われる。

さらに市役所,商 工会議所,青 年会議所な どの公的組織 ・団体の地元性 も

より強調 されるようになっている。

(2)地 域 ぐるみのコミッ トメン トが強まる片平町

「うねめまつ り」 に対 しては,地 域社会のかかわ りが全市的には弱 くなる

なか,片 平町だけは采女 まつ りへの地域的 コミッ トメン トは強 まっている。

采女伝説の発祥の地である片平町では,第1回 か ら現在 まで欠かすことな く

うねめ踊 り流 しに多 くの住民が参加 している。

1994年(第30回)に は,片 平町に誕生 した女性だけの和太鼓集団 「岩代

國郡山うねめ太鼓」は うねめ供養祭 と2日 目,3日 目のイベ ン トで太鼓の演

奏を初披露 している。この年,片 平町の うねめ実行委員会が市制70周 年,

うねめまつ り30周 年,地 元の うねめ太鼓創設な どを記念 して 「采女伝説発

祥地 としてまつ りを盛 り上げな くては」 と踊 り流 しへの参加 を町内住民に呼
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びかけた。「踊 り手」 と 「一般参加者」の2つ のスタイルでの参加者 を中学

生以上の女性 を対象 にして募集 した。踊 り手 は実行委員会で用意 したそろい

の浴衣で踊 り,0般 参加者は新 たにつ くられた3000個 の土鈴 を手に持 って

踊 りに加わる。 また,装 飾山車の上に乗 り 「采女おどり」の曲に合 わせて手

招 きする 「お難子」 も小学1,2年 生の女子 を対象に30人 募集 した。まつ り

の当日は送迎バス23台,約800人 が踊 り流 しに参加 している。このように,

ほかの地域ではみ られない行動がみられる。

このため,「 うねめまつ りJを 片平町の まつ りとの意見が表明されること

もある。中止 された花火大会の再 開を求める市会議員が,「 片平はうねめま

つ りがあるか らあれだけど,旧 市内は特 に今 ないわけです よね」ω と発言 し

ている。采女伝説の 「うねめまつ り」は片平町のまつ りとい う発言がでるほ

ど,他 の地域か らみて片平町のコミットメ ン トは強い。

(3)地 域性のアピール と市民参加

「うねめまつ り」は,観 光 としての側面を意識 しなが らも,「市民が一体 と

なる」ことを強 く意識 しているため,市 民が関心 をもつ ものを 「貧欲に」受

け入れてい くという特徴 をもっている。

例 えば,2007年(第43回)に は東北 を拠点 とするプロ野球チームの楽天

イーグルスのファーム選手が 「うねめ踊 り流 し」 にユニホーム姿で参加 した

が,市 民の関心 を呼ぶものであれば認めている。Jリ ーグ開幕に沸いたサ ッ

カーブームの時には祭 りの中でJリ ーグ誘致の署名活動が行われた り,雲 仙

普賢岳災害時には祭 りの売 り上げか ら義援金を出した りもしている。こうし

た時事的な出来事への対応 も市民の関心 を集めるための重要な仕掛 けとなっ

ている。

また,第1回 か ら行われている中心的なイベ ン トである 「うねめ踊 り流

し」でも,さ まざま工夫をしている。サ ンバ ・カーニバルが全国的に盛 り上

がっている時期 にはサ ンバ の踊 りを取 り入れ,現 在の ようによさこい踊 りが

全 国的に広がっている ときには よさこい風の 「Ma・Zasse踊 り」が行 われ

ている。さらにしば しばコースの変更 も行ない市民の関心 に応えようとして

いる。
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観光 としてのまつ りや市民参加のためのまつ りに特化 したイベ ントや,伝

統的なまつ りに比べて,「 市 を代表 させ るまつ り」は時代の影響 を強 くうけ

た流行現象 もふ くむ,風 俗的なイベ ントも組み込み,絶 えず変化 しなが ら祭

りが続けられている。

(4)行 政 とのかかわり

ここでみた 「うねめまつ り」のような 「都市 を代表 させ るまつ り」は行政

主導のまつ りとしての性質を強 く持 っている。行政主導であるがゆえに,他

の地域諸団体や市民 との協同を強 く意識 した実行委員会方式の運営 となるこ

とが多い。「うねめまつ り」の運営 も,実 行委員会方式で行 われている。実

行委員会は毎年組織 されるもので,市 役所 ・商工会議所 ・商店街(郡 山市商

店連合会)・ 婦人会 ・各種文化 ・芸能団体な ど多 くの団体 ・組織が構成メ ン

バーとなってお り,幅 広い市民によるイベ ントという性格を強めている。

また,行 政主導であるから祭 りの運営過程での市民参加の可能性が高 くな

るの も特徴の1つ である。まつ りの終了後行われる検討会議ではさまざま意

見が出 され,改 善の検討が行 われている(5)。何 回 も行 われている祭 りであ

りなが ら,主 催者 はむろんのこと,特 定の組織や個人が決定権を持っていな

い。「市 を代表 させ るまつ り」であるか らこそ市民や団体がさまざまな形式

で参加できる可能性 を残 し,認 めているまつ りであるといえる。

しか しなが ら,行 政主導であることは,行 政の意志が反映 しやすいことで

ある点にも十分に注意す る必要がある。新幹線の開業や高校総体開催 などの

行政の関心事が,ま つ りでのイベ ン トを変化 させ る要因 となる。2004年 に

は周辺の観光行事の日程 を考慮 して,観 光客誘致のために,「 うねめまつ り」

の開催が8月2日 ・3日 ・4日 か ら8月 の第1金 曜 ・土曜 ・日曜に改め られ

た りもしている。

また,行 政からの要望 とい うことで,伝 統的な行事の改変や新たな要素の

追加が容易 に行われ,地 域の伝統や民俗が変 えられる可能性 も大 きくなる。

たとえば,小 正月の行事であった 「ひ ょっとこ踊 り」が 「うねめ まつ り」の

ために夏 にも行われるようになった。「うねめ まつ り」 により 「七夕祭 り」

「竹供養 まつ り」 といった行事 は消えて しまったのである。 さらに,ま つ り
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のなかでつ くられた行事が,過 去のある歴史 を反映す ると思わせてしまうこ

ともある。采女伝説 という地域 の伝承が,祭 礼的な行事 を通 して,具 体的な

形態で地域 に固定する可能性 も存在 している。

本稿でとりあげた 「うねめまつ り」 は東北五大まつ りに数えられることも

あるほ どの知名度のあるまつ りであ り,「市を代表 させ るまつ り」の中では

成功 しているまつ りである。そのため,他 の地域の 「市を代表するまつ り」

に比べ,資 料 も得やすい と思われた。それで も,50年 に満たない歴史 につ

いて調べ るのは容易ではなかった。

「市 を代表 させ るまつ り」にはあ まり成功 しているとは言 えないが,続 け

られているものが少なくない。 これらは十分 に研究されていない。 しか しな

が ら,そ うしたまつ りのなかに,地 域性 を十分 に考慮 しなが ら,都 市の現状

を理解 し,住 民のもつ都市のイメージを抽出す るための重要な手がか りがあ

ると思える。

注

(1)采 女伝 説 とは,以 下 の ような もの と して地元 の小 学校 の副 教材 な どで紹介 されてい

る。奈 良時代 に冷害 が続 く安積 の里(現 ・郡 山市)を 訪れ た巡察使 葛城王 は,里 長 の

娘S春 姫 を見そ め,春 姫 を帝 の采女 と して献 上す るこ とを条件 に,貢 物 を三 年 間免 除

す るこ とになった。春姫 には,次 郎 とい う許嫁 があ ったが,都 へ の ぼった。 春姫 は,

帝の御籠 愛 を受 けて いたが,仲 秋 の名 月の 日,次 郎恋 しさに猿 沢 の池 畔の柳 に衣 をか

け,入 水 した ように見せ,次 郎 の待つ安積へ 向か った。 里へ た どりつ いた春 姫 は,次

郎 の死 を知 り,雪 の降 る夜,あ とを追 って次 郎 と同 じ山の井 の清水 に身 を投 じた。や

が て春が訪 れ,山 の井の清水 の まわ り一面 に名 も知 れぬ薄紫 の美 しい可憐 な花 が咲 き

乱 れて いた。二 人 の永遠の愛 が地下 で結 ばれ,こ の花 になったの だ と噂 を した。 この

花 は 「安積 の花 かつみ(ヒ メシャガ)」 とな った とい う。

(2)『 河北新 報』1980年6月11日

(3)松 平誠 「東 日本 におけ る阿波踊 りの新展 開」 『生活学論叢』創刊号,1995年,日 本生

活学会

(4)郡 山市議i会 平成16年6月 定例会 環境経 済常任委員会

(5)2007年 の検討 会議 は 「参加 者 は市,商 工会議所,マ スコ ミ各社,商 店街,踊 りの出

場 団体,協 力 団体 な どの代 表 約20人 。会 議iでは,『 踊 り流 しが あ ま りにゆ った りして

い て,特 に若者が参 加 しに くいので はないか』 『踊 る時間が長過 ぎる』 『踊 る場所 が 暗

い』 な どの意見が相次 いだ」 とい う。 「福 島民 報』2007年10月3口 。


